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施設開放事業として「敬老の日にいつも優し 

いおじいちゃん、おばあちゃんにありがとうの 

気持ちを伝えよう」というコンセプトで「親子 

で寄せ植えをしよう」という企画を９月１０日 

（土）に開催しました。 

当日は子ども達の活発な姿や元気な声が仁万 

の里に響きわたり、躍動感にあふれ、パワーを 

もらったように感じました。また、参加して頂いた方からは 

「敬老の日まで大切に水やりをしてプレゼントしました」、 

「親子で一緒に取り組み、いい思い出ができました」など 

の嬉しい感想を頂きました。 

こうした企画を通して、仁万の里が地域の中でより近い存 

在になり、障がい者の理解につなげられるような取り組みに 

なればと思います。      中西 正美 

だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
最
後
に
里
ま
つ
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
出
店

者
の
皆
様
、
出
演
者
の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、

地
域
の
皆
様
と
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
て
盛
会
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

全
て
の
皆
様
に
深
く
感
謝
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

脇
坂
 
宣
明
 

 

<発行> 

平成 28 年 11 月 30 日 

社会福祉法人 博愛 

仁万の里 
隠岐の島町都万 
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「
ド
ー
ン
！
」
と
い
う
壮
大
な
隠
岐
太
鼓
 

の
音
色
と
共
に
第
三
十
七
回
里
ま
つ
り
が
 

十
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
に
開
会
 

さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
雨
が
降
っ
た
り
 

や
ん
だ
り
と
、
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
 

た
が
、
昼
頃
か
ら
は
何
と
か
天
候
も
持
ち
 

直
し
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
に
ご
来
 

場
い
た
だ
き
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
ご
来
場
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
 

く
毎
年
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
新
た
な
企
画
を
考
え

て
い
ま
す
が
、
今
年
の
試
み
と
し
て
歌
が
大
好
き

な
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
の
ど
自
慢
大
会
」

を
企
画
、
熱
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
美
声
を
披
露

し
演
芸
大
会
を
多
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
 

 
博
愛
と
な
っ
て
ま
だ
三
回
目
の
里
ま
つ
り
、
ま

だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
 

利
用
者
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
新
し
い
企
画
を
 

考
え
来
場
さ
れ
る
皆
様
が
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
た
 

中国地区親善球技大会 
中国地区親善球技大会卓球の部個人戦に、 

島根代表として堀川 浩さんが参加しまし 

た。一回戦で負けてしまいましたが島根選 

手団と「来年は鳥取であるから練習がんば 

ろう」と励まし合い、とても良い笑顔で帰 

りました。次は金メダルとるぞー‼ 藤川 悟 

島根県社会福祉協議会の 

ゆめいくサポート事業にて、 

土の撹拌機と燻炭を作るクン 

ネン器を購入して頂きました。

これにより肥料の燻炭製造 

と土練りの時間短縮を実現し、

生産量をあげることができま 

した。また、燻炭製造の量が 

増えたことにより新商品と 

して、燻炭の販売を始めまし 

た。３０ℓ入り５２０円となり 

ます。お試しいただけると幸 

いです。 

吉田 尚道 

 
こ
の
た
び
、
平
成
二
十
八
年
九
月
一
日
 

付
で
、
「
仁
万
の
里
」
施
設
長
に
就
任
い
た
 

し
ま
し
た
。
 

「
仁
万
の
里
」
に
は
平
成
二
十
六
年
四
月
 

一
日
に
隠
岐
広
域
連
合
の
指
定
管
理
を
受
 

け
、
赴
任
し
て
以
来
三
年
目
に
な
り
ま
す
 

が
、
最
近
、
や
っ
と
慣
れ
て
少
し
落
ち
着
 

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

 
来
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
を
控
え
る
中
、
 

施
設
長
の
職
責
の
重
大
さ
に
戸
惑
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

職
員
一
丸
と
な
り
利
用
者
の
方
 

が
健
康
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
、
楽
 

し
く
生
活
や
作
業
が
行
え
る
よ
う
 

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
 

差
し
た
里
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
 

め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
 

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
 

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

就
任

の
あ

い
さ

つ
 

社
会
福
祉
法
人
 博

愛
 仁

万
の
里
 
吉
 田

 春
 美

 

 

隠
岐

太
鼓

の
み

な
さ

ん
に

よ
る

 

オ
ー

プ
ニ

ン
グ
 

●
●

●
●

●
●

●
 

＊行 事 予 定＊ 
＊＊＊＊みんみんみんみんなでつくる発表会なでつくる発表会なでつくる発表会なでつくる発表会    １２月４日１２月４日１２月４日１２月４日            ＊年末年始帰省＊年末年始帰省＊年末年始帰省＊年末年始帰省    １２月２９日～１月３日１２月２９日～１月３日１２月２９日～１月３日１２月２９日～１月３日    

＊＊＊＊仁万の里仁万の里仁万の里仁万の里内部研修会内部研修会内部研修会内部研修会        １２月２０日１２月２０日１２月２０日１２月２０日        ＊新年のつどい＊新年のつどい＊新年のつどい＊新年のつどい        １月４日１月４日１月４日１月４日    

寄付寄付寄付寄付・・・・寄贈御寄贈御寄贈御寄贈御礼礼礼礼    
小野善子様 … 金一封 

長田清定様 … なべのふた（10 組） 

ありがとうございました。 
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手をつなぐ育成会中国・四国大会 萩大会 

 ９月２４日（土）、２５日（日）に手をつなぐ育成会

中国・四国大会 萩大会が山口県萩市で行なわれ、利用

者２８名、保護者３名、職員１２名の計４２名で参加を

しました。 

 ３泊４日、貸切バスでの長旅となりましたが、久々に

島外へ出かけたという利用者の方もたくさんおられ、サ

ファリランドやヨガ体操、 

お酒にご馳走と、楽しんで 

おられました。 横地 美紗 

    
    
生
活
介
護

生
活
介
護

生
活
介
護

生
活
介
護
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
    
川
上

川
上

川
上

川
上
    
昇
一

昇
一

昇
一

昇
一
 

 
の
び
の
び
班
で
七
月
一
日
よ
り
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
川
上
昇
一
で
す
。
 

諸
先
輩
に
指
導
を
得
て
頑
張
る
事
が
出

来
て
い
ま
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
 生
活
介
護

生
活
介
護

生
活
介
護

生
活
介
護
    
    
石
川

石
川

石
川

石
川
    
郁
子

郁
子

郁
子

郁
子
 

 
初
め
ま
し
て
、
と
言
う
よ
り
お
久
し
ぶ

り
と
言
う
感
じ
で
す
。
二
年
ほ
ど
前
ま
で

働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

体
調
を
崩
し
二
年
ほ
ど
仁
万
の
里
を
離
れ

て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
度
ま
た
、
今
度
は

パ
ー
ト
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
 

９月６日に不審者が侵入したこ９月６日に不審者が侵入したこ９月６日に不審者が侵入したこ９月６日に不審者が侵入したこ    

とを想定して、隠岐の島とを想定して、隠岐の島とを想定して、隠岐の島とを想定して、隠岐の島警察署警察署警察署警察署のののの    

指導のもと、仁万の里職員３３指導のもと、仁万の里職員３３指導のもと、仁万の里職員３３指導のもと、仁万の里職員３３名名名名    

が防犯が防犯が防犯が防犯訓練を行いました。訓練を行いました。訓練を行いました。訓練を行いました。    

刺股（さすまた）の使用方法や刺股（さすまた）の使用方法や刺股（さすまた）の使用方法や刺股（さすまた）の使用方法や    

対応術等を確認して、実際に刃物対応術等を確認して、実際に刃物対応術等を確認して、実際に刃物対応術等を確認して、実際に刃物    

を持った不審者に扮した署員が侵入し、気づいた職員が対応しながら利用者役を持った不審者に扮した署員が侵入し、気づいた職員が対応しながら利用者役を持った不審者に扮した署員が侵入し、気づいた職員が対応しながら利用者役を持った不審者に扮した署員が侵入し、気づいた職員が対応しながら利用者役

の職員を避難誘導しました。刺股を使って職員７名で壁際に追い込み、１１０の職員を避難誘導しました。刺股を使って職員７名で壁際に追い込み、１１０の職員を避難誘導しました。刺股を使って職員７名で壁際に追い込み、１１０の職員を避難誘導しました。刺股を使って職員７名で壁際に追い込み、１１０

番通報して警察に助けを求めました。番通報して警察に助けを求めました。番通報して警察に助けを求めました。番通報して警察に助けを求めました。    

今後は、定期的に訓練を行い、より速い１１０番通報や職員間の情報伝達が今後は、定期的に訓練を行い、より速い１１０番通報や職員間の情報伝達が今後は、定期的に訓練を行い、より速い１１０番通報や職員間の情報伝達が今後は、定期的に訓練を行い、より速い１１０番通報や職員間の情報伝達が

必要だと感じました。必要だと感じました。必要だと感じました。必要だと感じました。                                                                                奥森奥森奥森奥森    仁仁仁仁    

 

 

 １０月９日に役場ふれあいセンター 

２階において岡山県の NPO 法人ゆず 

り葉の会の佐藤理事長さんにお越しい 

ただき、成年後見制度講演会が開催さ 

れました。 

平成１８年に障がい者自立支援法が 

施行され、成年後見人の必要性が高ま 

り主として親が後見人となりました。 

家族会では親の高齢化や親亡き後のこ 

とを考えると何か団体で行うことは出来ないか、そして自分で意思表示の

難しい子供たちを永続的に守っていくためには、継続性のある組織が必要

であるという保護者の気運が高まり NPO 法人の設立を目指したそうです。 

平成２１年４月に NPO 法人を設立し、現在法人後見人は２１２件で、

運営会員がボランティアで活動をしています。 

隠岐でも成年後見人の講演をたびたび開催するようになり、個人の後見

人の方もおられると思いますが、組織としての役割を持つ機関が必要だと

感じました。                    吉田 春美 

    

８月６日（土）に８月６日（土）に８月６日（土）に８月６日（土）に盆踊りを開催盆踊りを開催盆踊りを開催盆踊りを開催    

しました。他のイベントとしました。他のイベントとしました。他のイベントとしました。他のイベントと重なり重なり重なり重なり    

ましたがましたがましたがましたが、、、、たくさんのたくさんのたくさんのたくさんの地域の方に地域の方に地域の方に地域の方に    

来て頂き来て頂き来て頂き来て頂き大いに盛り上がりました。大いに盛り上がりました。大いに盛り上がりました。大いに盛り上がりました。

利用者利用者利用者利用者の方も、太鼓をの方も、太鼓をの方も、太鼓をの方も、太鼓を敲い敲い敲い敲いたり、たり、たり、たり、    

踊ったり踊ったり踊ったり踊ったりと、と、と、と、楽しんで楽しんで楽しんで楽しんでいました。いました。いました。いました。    

盆盆盆盆おどおどおどおどりりりり    

大会大会大会大会のののの開開開開催催催催    

園
芸
班

園
芸
班

園
芸
班

園
芸
班
 
 

 
 

 
 

 
 
    
奥
元

奥
元

奥
元

奥
元
    
裕
子

裕
子

裕
子

裕
子
 

初
め
て
の
職
種
で
、
京
都
か
ら
二

月
に
隠
岐
に
移
住
し
て
慣
れ
な
い
事

ば
か
り
で
毎
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

日
々
勉
強
し
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。
 

盆踊りの開催に関し、ご協力して頂いた皆様に無事終了出来ました事を盆踊りの開催に関し、ご協力して頂いた皆様に無事終了出来ました事を盆踊りの開催に関し、ご協力して頂いた皆様に無事終了出来ました事を盆踊りの開催に関し、ご協力して頂いた皆様に無事終了出来ました事を    

心よりお礼申し上げます。心よりお礼申し上げます。心よりお礼申し上げます。心よりお礼申し上げます。                                                        吉田吉田吉田吉田    尚道尚道尚道尚道    

防犯訓練防犯訓練防犯訓練防犯訓練のののの実実実実施施施施    

サ
ー

ビ
ス

サ
ー

ビ
ス

サ
ー

ビ
ス

サ
ー

ビ
ス

向
上

委
員

会
報

告
向

上
委

員
会

報
告

向
上

委
員

会
報

告
向

上
委

員
会

報
告

    

第
三
者
委
員
会
で
受
け
た
苦
情
が
二
件
あ
り
ま
し
た
。
報
告
の

上
、
解
決
い
た
し
ま
し
た
。
 

    
九
月
二
一
日
に
、
な
ん
で
も
相
談
を
行
い
ま
し
た
。
 

苦
情
解
決

苦
情
解
決

苦
情
解
決

苦
情
解
決
委
員

委
員

委
員

委
員
 

・
第
三
者
委
員
 
野
津
 
憲
一
（
隠
岐
の
島
町
人
権
擁
護
委
員
）
 

・
第
三
者
委
員
 
池
田
 
初
香
（
人
権
相
談
員
）
 

・
苦
情
解
決
責
任
者
 
吉
田
 
春
美
（
施
設
長
）
 

・
苦
情
受
付
担
当
者
 
赤
沼
 
靖
 
（
生
活
支
援
課
長
）
 

・
苦
情
受
付
担
当
者
 
中
西
 
正
美
（
通
所
支
援
課
長
）
 

退
職
者
報
告

退
職
者
報
告

退
職
者
報
告

退
職
者
報
告
 

＊
生
活
支
援
員
 

村
上
美
由
紀
 

（
九
月
三
十
日
付
）
 

 

 

９月１７日に松江テルサ「テルサホール」 

において、島根の福祉社会づくりを進め 

ることを目的としたしまね県民福祉大会 

が開催され、長年に渡り当施設のお華サー 

クルのボランティアを続けて下さってい 

る田中ハツ子様と、保護者会副会長を 

長年務められている戸鳴知純様が表彰さ 

れました。 

 田中様は利用者の皆さんの感性を上手 

に引き出して下さり、各々に個性ある生花で施設に彩を与えてくれます。 

今後ともよろしくお願い致します。          吉田 春美 

しまね県民福祉大会 
生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員
 
 

 
 

 
 

 
 
    
古
吉

古
吉

古
吉

古
吉
    
秀
子

秀
子

秀
子

秀
子
 

九
月

一
日

よ
り

仁
万

の
里

で
働

く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
生
活
支
援
員
と

い
う

仕
事

は
初

め
て

で
分

か
ら

な
い

こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
楽
し
く
働
い
て

い
ま
す
。
 

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員
 
 

 
 

 
 

 
 
    
田
中

田
中

田
中

田
中
    
友
樹

友
樹

友
樹

友
樹
 

 
み
な
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
、
田
中
友

樹
で
す
。
介
護
関
係
の
仕
事
は
未
経
験

な
の

で
足

を
引

っ
張

る
事

が
あ

る
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
職
員
の
皆
様
や
、
利
用
者
の
皆
様

と
仲

良
く

な
り

た
い

と
思

っ
て

い
る

の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

成年後見制度講演会 


